
1 東海道川崎宿をたどろう コ ース
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行っ てみよう ！東田公園「 コ ミ ュ ニティ ーハウスさ く ら 」

所在地 川崎区東田町3 丁目2 5

東田公 園「 コ ミ ュ ニティ ーハウス さ く

ら 」で は、体操、ダンス 、武道、パソ コ ン

な ど の 教 室が 開 催さ れて い る ほか、

サーク ル活動等 で 気軽に場 所を 借り

て 活動が出来ま す。また、区内で 開 催

さ れる イ ンド の伝 統 的 な 祭り（ ラ タ

ジャ ト ラ ）な どの イベント で 会 場と し

て利用さ れて いま す。詳細は管理団体

ＨＰ で 。

コ ラ ム
C O L U M N

管 理団体 H Pへ! !

東海道川崎宿と は？
東海道川崎宿は元和9（ 1 6 2 3 ）年、品川・ 神奈川両宿の

伝馬負担を 軽減するために 開設さ れた宿場町で す。

令和5（ 2 0 2 3 ）年に、東海道川崎宿起立4 0 0 年を 迎えまし た。
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小土呂橋は、かつ て 新川

堀 用 水 と 東 海 道 が交 わ

る 地 点 に 架 け ら れて い

た 。昭和のはじ め新川堀

の 埋 立 に よ り 橋 は撤 去

さ れ、現在は交差点脇の

歩 道に 親柱（ 擬 宝珠 ）が

保存さ れて い る 。

小土呂橋の親柱（ 擬宝珠）

所在地 川崎区小川町1 4 -1

京急川崎駅

八丁畷駅

所在地 川崎区旭町1 丁目3

六郷の渡し・ 明治天皇の碑
江 戸時 代、東海 道 往来 の 際の 要 で

あ り 、幕府 から の 助成 金 に よ っ て

常 時1 0 数 隻の 舟 で 旅 人や 荷 馬を

渡 し た 。現 在新 六 郷橋 に は欄 干 の

渡船の モ ニ ュ メ ン ト と と も に 渡船

跡の碑と 明治天皇六郷渡御碑が建てら れてい る 。

宗三寺

曹洞宗の寺。本尊は釈迦如来。鎌倉時代の

僧、玄統が開山。川崎宿で 最も 古い寺で あ

る 。境内に は かつ て 宿場 の賑わ い を 支 え

た 飯盛女（ 遊女）の供養塔があ る こ と で も

有名。

所在地 川崎区砂子1 丁目4 -3

所在地 東海道沿道

東海道川崎宿起立４ ０ ０ 年を 記念し 、「 川崎宿起立４ ０ ０

年プ ロ ジ ェ ク ト 推進会議」に よ り 製作・ 設置さ れた 中間

灯。中間灯と は、東海道沿道の道路照明等に「 東海道川崎

宿」又は「 東海道」の文字と 浮世絵（ 全１ ０ 種）を デ ザイ ン

し た 照明。夜に なる と 行灯のよ う な 雰囲気を 醸し 出す 。

中間灯

所在地 川崎区本町1 丁目8 -4

江 戸時代の東 海道の宿 場で あ っ た 東海道川 崎宿の歴

史 、文化 を 学び 、そ れ を 後世に 伝え 、地域活動・ 地域交

流拠点と なる こ と を 目指し て 、東海道沿い に設置さ れ

た 施 設 。映 像 資 料 や模 型 の 展 示 、ま ち 歩 き を さ れ る

方々が気軽に 立ち 寄る こ と がで き る 休憩・ 交流ス ペ ー

ス な ど を 設け て い る 。（ 月曜休館。月曜が祝日の場合は

そ の翌日が休館）

東海道かわさ き宿交流館

寛永6 ( 1 6 2 9 ) 年に 川崎宿で 初めて 設け

ら れた 本陣。八代将 軍吉宗の江 戸入場の

際 、当 主の田中休 愚が三角形 のお むす び

を 並べて「 葵の御紋」に 見立て て 提供し た

と い われて お り 、こ れ が三角お むす び の

発祥と いう 説も あ る 。

所在地 川崎区本町1 丁目4 -6 付近

浄土宗の寺。本尊は阿弥陀三尊 立像。天文

2 2（ 1 5 5 3 ）年に 創建。境内には「 生き 仏様」

と いわれた徳本上人の六字名号碑があ る 。

江戸時代に作ら れた梵鐘も 残っ ている 。

教安寺

所在地 川崎区小川町6 -2

「 俳聖」松尾芭蕉の足跡を し

る し た句碑。芭蕉の句碑は数

多く ある が、実際に 句を 詠ん

だ 地に 建て ら れた 碑は少な

く 、大変貴重なも のと さ れて

いる 。

芭蕉の句碑

所在地 川崎区日進町1 1 -9

川崎宿を 出て 、横浜方面に 向 かう 道

を 八丁畷と 呼ん だ 。こ の付近で は江

戸時代から 多く の人骨が発見さ れ て

お り 、こ う し た 無縁仏のために昭和9

(1 9 3 4 ) 年に供養塔が建てら れた。ま

た、昭和4 5 (1 9 7 0 )年頃よ り 、毎年５

月の第４ 日曜日に地元下並木町内会に

よ る御供養が続けら れている 。

無縁塚

所在地 川崎区下並木（ 京急八丁畷駅敷地内）

川崎宿に あっ た 3 つ の本陣の

う ち（ 大 名 や 公 家 専 用 の 旅

館）の 一つ 。大 正時 代に 活躍

し た歌人で歌謡曲の作詞家と

し ても 有名な 佐藤惣之助は、

代々本陣職を 務めてき た佐藤

家の生ま れ。本陣跡の向かい

に記念碑が建っ ている 。

佐藤本陣跡・ 佐藤惣之助の碑

所在地 川崎区砂子2 丁目11（ 碑）・ 川崎区砂子2 丁目4（ 本陣跡）

かつての東海道川崎宿にあたる 通

り 沿いの店舗のシャ ッ タ ーに、地域

の協力を得て、浮世絵を 設置する 取

り 組みを実施。シャ ッ タ ーには浮世

絵が描かれ、江戸時代当時の東海道

の賑わいを 偲ぶこ と ができ る 。

シャッ タ ー浮世絵

所在地 川崎区本町1 ～2 丁目、砂子1 ～2 丁目、小川町、日進町（ 東海 道）、下並木

平成1 7（ 2 0 0 5 ）年に川崎宿のはずれに

あ たる 場所に完成し た 松尾芭蕉を し の

ぶポケ ッ ト パーク 。付近は芭蕉が弟子達

と 別れを 惜し み句を 詠み交わし た 所と

さ れ、その年の秋に芭蕉は大阪で帰ら ぬ

人と なっ た 。石盤にはこ の時の7 人の弟

子たち の句が彫ら れている 。

芭蕉ポケット パーク

所在地 川崎区日進町2 4 -1 5

田中本陣跡
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